登別若手福祉人材ネットワーク
≪趣意書≫

1． 立ち上げの経緯

　このネットワークは、現在の介護業界が抱える介護職員の離職率、それも３年未満の職員の離職率が高い現状で、報道等が伝える福祉業界全体にある「安い、辛い」といったネガティブな要素をポジティブに発信できるのは、実際にこの業界に従事している私達であると考えました。
　しかし、特に若手と呼ばれる職員にある閉塞感を考えた時に、そもそも福祉とは何か、といった根底にあるものの理解や、福祉に対しての魅力がわからなく、その中で経験年数があるというだけで役職に就くことになったり、責任が増すことで行き詰る現状があります。

　そういった若手福祉従事者に、先駆者による福祉の魅力や、なぜこの仕事が続くのかといった経験談をもとに、自分自身で福祉に対する魅力を確認する場であったり、職種や分野にとらわれずに、この街で福祉の仕事に就いている若手が連携を図り、互いに高め合える場を作りたいと考えております。
　自分達の事業所や法人といった枠だけではなく、街にある福祉を若手自身が考え、取り組み、次の福祉従事者に伝えていくことが出来るネットワークを目指し、立ち上げた次第です。
　また、北海道で行われている福祉・介護人材サポートネットワーク事業を活用し、各地のネットワークともつながっていきたいと考えております。
　思いから立ち上げたネットワークではありますが、皆様方のご協力の下、自分自身で成長できる取り組みにしていきますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願い致します。

2． 取り組み内容
1 先進的な取り組みや、先駆者による実践からなる福祉の魅力を伝える研修会

2 ネットワーク機能を構築するための勉強会

3 職種、分野を超えた福祉のネットワーク構築

3． 平成２３年度の取り組み予定

　ネットワーク決起集会　　（平成２３年７月１６日）

　『つながる福祉のネットワーク　やりがいのある福祉とは』

　
ネットワークイベント　　（平成２３年９月１７日）
　『東日本大震災から考える　今、必要な福祉とは　～被災地からのエール～』

　

　シンポジウム　　　　　　（平成２４年２月１８日）
　『地域で出来ること　本当の福祉とは』

4． 事業概要

　このネットワークにかかる費用は、福祉・介護人材確保緊急支援事業費補助金の潜在的有資格者等養成支援事業を活用しております。

5． 対象者
　福祉の仕事をしている方（職種、分野は問いません）

　若手（１０代から３０代の方）

　　　（経験年数５年未満の方）

以上の要件をこのネットワークの趣旨として行っていきます。

不慣れなことが多く、皆様方のご協力を頂きたいと考えております。

また、先進的に取り組んできた実践者の方で、趣旨に賛同いただける方も応援サポーターとしてご協力頂きたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。
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